中学校　第２学年
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Ⅰ　「郷土愛」　を育成する学習構想
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郷土料理がわかるか
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Ⅱ　実践例　　　　　　　
[image: image10.wmf]
１　題材名　　　　　　　　「地域の一員として」
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　～郷土料理を受け継ぐ～
２　題材の設定の理由
　郷土料理や特産品は、地域の地形・気候・風土を生かしたり、食べ物がない時代の先人の知恵や工夫から作られている。南相馬市は、冬期の乾燥から芋がら、干し大根をつくるのに適し、質が良く量も多く生産され、野菜の端境期の日常食に使われていた。また、凍みもちや凍み豆腐などは、気象条件を巧みに利用し、美味で長期保存がきき，労力にゆとりのある寒中に手間をかけるなどの労働配分の工夫もなされている。このように郷土料理や特産品は、四季の自然の恵みを大切に元気に生きぬくために工夫を重ねて生み出されたものである。そこで、地域の特色ある産物やそこに秘められた人々の考えや生活の知恵を知ることによって、郷土料理を受け継いでいくことの大切さを実感させたい。
　また、南相馬市のかつおの焼きつけや弁慶あえ、八杯汁の郷土料理の給食においては、残量が目立つことから地域の食材に対する生徒達の思いを育成することが大切であると感じている。そこで、調べ学習やゲストティーチャーから学んだ、先人達の知恵や工夫を意識しながら、南相馬市の郷土料理を実際に調理し、伝承されている豊かな食材を味わうことで、さらに郷土愛を深めさせたい。
３　指導計画（総時数　５時間）
（１）南相馬市の郷土料理や特産品について調べ、まとめる。（１時間）
（２）南相馬市の郷土料理や特産品について、発表する。（1時間）
（３）先人たちの知恵や工夫を学び、郷土料理や特産品の良さや大切さを理解する。（１時間）
（４）南相馬市の郷土料理を作ることで、そのよさを実感し、家庭での実践方法を考える。（２時間）本時
４　本時のねらい
　　　郷土料理の実習を通して、郷土食のよさや大切さを理解し、今後の生活に生かすことができる。
　　　○　自分たちで選択した郷土料理を作ることができる。　　
　　　○　南相馬市の郷土料理のよさを理解し、家庭での実践方法がわかる。

５　授業展開
	段
階
	学習活動・内容

	時間
形態
	指導上の留意点　　※評価
	資　料


	
	
	
	Ｔ１　担任　
	Ｔ2  ゲストティーチャー
	

	課
題
把
握

	１　前時の学習内容を確認する。　　○　地形や気候から生まれた郷土　　料理や産物
  ○　生活の知恵と工夫
２　課題を把握する。
	10分
一斉

	○　前時に学習した、南相馬　市の食文化について、発表　させる。
○　郷土料理のよさを理解さ　せ、調理実習に意欲を持た　せる。

	○　今までの学習に使った　地図や資料、郷土料理の　レシピを示し、確認させ　る。

	地 　図
ワーク
シート
資  料
産  物


	
	
	　　南相馬市の郷土料理を作り、そのよさを知って、生活に生かそう
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	解決の見通
し

	３　作り方の説明を聞く。
　・弁慶あえ
　・かつおの焼きつけ
　・八杯汁
４　料理を選択し仕事分担をする。

	５分
一斉
５分
小

集

団

	○　作り方を掲示し、ゲスト　ティーチャーの説明からポ　イントをチェックする。
○　料理を選択し、仕事の分　担をさせる。

	○　事前に渡してあるレシ　ピを活用し、昔から伝わ　る南相馬市の料理の作り　方の説明をする。

	プリン
ト
料理の完成見本
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課
題
解
決

	５　調理をする。
　○　安全の確認（用具･ガス器具）
　○　身じたく・用具の準備
　○　材料・調味料の計量
　○　調味
　○　盛りつけ
６　会食をしながら、実習した料理　のよさを話し合う。
  ○　知恵と工夫
　　・味付けの仕方
　　・素材の生かした方
　○　地域の人の思い・願い
  ○　家庭での実践方法
　
７　話し合った内容を発表する。
８　ゲストティーチャーからのアド　バイスを聴く。
　

	40分小

集

団
10分
小

集

団
５分
一斉
10分
一斉

	○　材料の切り方、作り方は　見本を提示することで，何　度も確認できるようにする
○　机間指導により、安全面　には十分注意させる。
	○　手際よく進めるための　材料の切り方、計量の仕　方をアドバイスする。
○　安全面に注意させる。
○　班での班し合いを聞い　て事後の指導に生かす。
○　発表を聞いて、郷土料　理のよさや家庭での実践　方法ついて補足説明する
・味の濃さ→日持ちをよくする
・鰹節のだし→素材を生かす
・家庭での実践方法

	切り方計量の見本
ワーク
シート


	
	
	
	
	 ※郷土料理を作ることが できたか。
（料理、観察）
	
	
	

	
	
	
	○　その料理の特徴や良さが
　実感できるように今までの
　学習を振りかえさせる。
○　大切なことを板書し，ま
　とめの時に確認できるよう
　にする。
○　よい意見を称賛する。

	
	

	
	
	
	
	 ※郷土料理のよさを理解 し、家庭での実践方法が  わかったか。
　　　 (プリント、発表)
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	まとめ

	９　学習のまとめをする。
　
10  後片付けをする。

	５分
一斉
10分
小集団

	○　学習のまとめから、自分　にできることを意識させ、　次の世代に伝えることがで　きるよう励ます。
○　手際よく片付けをさせる

	○　実践方法を掲示し、確　認できるようにする。
○　安全面に留意させる。

	掲示物



６　評価規準
　○　地域の食文化に関心を持ち、先人達の知恵や工夫を学び継承しようとする。（関心・意欲・態度）
　○　郷土料理のよさを理解し、家庭で実践するための工夫ができる。（創意工夫）
　○　郷土料理を作り、家庭で実践できる。（技能）
　○　郷土料理や特産品のよさや食の大切さが理解できる。（知識・理解）
７　準備・資料等
　・地図　・ワークシート　・食材（米・芋がら・干し大根・しみ餅・乾物等）
　
８　板書計画
	

	
	 南相馬市の郷土料理を作り、そのよさを知って生活に生かそう
	
	調理のポイント
	

	                                                         （材料と作り方）
	
	

	　 郷土料理　 　地形や気候 　産物　　  ＜先人の知恵＞   ・かつおの焼きつけ　・海が近い　 　・海産物　　・気候、風土を
 ・弁慶あえ　　　　・雪、少⇒乾燥 　・魚　　  　 生かした料理
 ・八杯汁　　　　　・寒い　　　 　・芋がら 　 ・保存食で食材
                             ・凍みもち    を大切に
	弁慶あえ

	
	かつおの　　　　焼きつけ

	
	八杯汁
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  〈会食〉郷土料理のよさを実感する
味比べ「自分たちが作った八杯汁が一番おいしい。」
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１０　事前・事後の活動の様子
　（１）事前の活動
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○アンケートの実施
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                　　 　　　　　南相馬市の特産品
   　　　　　　　　　　　　　　　　トマト
    　　　　　　　　　　　　　　パッションフルーツ
    　　　　　　　　　　　　　　　多珂うどん
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　　　　　南相馬市の郷土料理
       　　　弁慶あえ
      　　　 多珂うどん
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○　地域に伝わる産物や郷土料理調べ
                                                    芋がらになる前の里芋の茎について説明
[image: image26.wmf]
日本の郷土料理調べ（東京書籍教科書P2～P3）
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南相馬市に伝わる料理を調べる
[image: image28.png]
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１０　授業後試食会の実施

　　　○かつお料理を取り入れた試食会の実施
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１　題材名　　　　　　　「郷土料理や特産品から地域の思いや願いを意識し、　　　
                                 　　　　 地域のためにできることを実践しよう。」　                     
２　題材設定の理由
　自分たちの住む地域には、昔から伝わる料理、行事や季節にちなんだ料理がある。その土地の自然の下で、地域
の多様性と豊かな味覚や文化の香りあふれる「食」を先人が育んできた。各地域の産物、食文化や食についての歴史、自然の恩恵や「食」に関わる人々の様々な活動を理解することは、「食」の大切さを意識させるために重要である。総合では、郷土を知る調べ学習を通し、先人達の郷土への思いを感じ、郷土を守りつなげる存在としての自分を自覚することができた。家庭科では、総合の伝統食調査班の発表を導入として活用し、そこに込められた知恵や郷土愛から、さらに伝統食や地域食材に目を向けさせ、地域のよさを生かした学習を構成することにした。指導にあたっては、Ｂ（６）家庭生活と地域との関わりとの関連を図った。地域の人々の思いや願いを意識し、調理し味わうことで、さらに地域の郷土料理や特産品に対する理解を深めさせたい。生徒が自ら地域に出て取材したり、ゲストティーチャーを迎えるなど地域の人たちとのふれあいを大切にしたりすることで、郷土食や特産品のよさや地域の思いや願いである『物の大切さ』『健康』『豊作』『融和』『地域の活性化』などを実感させ、「食」に関わる人を尊重する心や感謝する心を育て、豊かな食文化の継承及び発展を図り、食育の推進に取り組んでいきたい。
３　指導計画（総時数　３０時間）
	 　　　(1)学習内容の確認
	
	 １
 １
 ８
	(4)献立作成の条件と手順、食品の選択
	
	３
３
４
５
５

	　　 　(2)食生活・体調チェック
	
	
	(5)共通実習（豆っこ汁，伊達鶏を使った料理）
	
	

	　　　 (3)自己の食生活を豊かにする課題学習
	
	
	(6)選択実習（体の不調の改善，地域の思いや願いの実現）
(7)自由献立実習（体の不調の改善，地域の思いや願いの実現）
	
	

	          ○各自の体の不調の改善
　　　　　　必要な栄養素・食品調べ、まとめ、発表
          ○栄養素のはたらき、食品群
          ○伊達市の郷土料理と特産品の歴史、調理
            法調べ、まとめ、発表
４　本時のねらい
	
	
	

	
	(8)地域のためにできることの実践
	
	

	
	   ○実践計画                                      ○実践、まとめ                                
   ○発表　（本時）２／５                               



　　　伊達市の郷土料理や特産品の調べ学習や実習から地域の人達の思いや願いを理解し、自分たちが地域のため　　に実践したことを発表し、さらに検討した内容を今後の生活につなげることができる。
　　○　地域の思いや願いを生かし、自分たちで考え実践した地域のためにできることをわかりやすく発表するこ　　　　とができる。
　　○　他の班の実践から自分たちが地域の一員としてできることを理解し、今後の生活に生かす方法を考えるこ　　　　とができる。
５　授業展開
	段
階
	学習活動・内容
	時間
形態
	指導上の留意点　　　　※評価
	資料
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課
題
把
握

	１　今までの学習を振り返る。
２　学習課題を把握する。
３　自己課題を決定する。
	５
分
一
斉

	○　生徒の学習プリントや調べ学習のまとめ、地域の人々の思い　や願いから調理実習の取り組みなどの掲示物を確認することで今までの学習を振り返らせる。
○　ゲストティーチャーを紹介する。
○　栄養教諭からいただいた大豆に関する資料も参考にさせ　る。
○　自己評価表で自己課題と達成基準を確認させ目標を持た　せる。
	学習プリント
掲示物
資料
自己
評価表
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[image: image35.wmf]わかる

(74.0%)

わからない

(26.0%)

特産品がわかるか


解
決
の
見
通
し
	４　伊達市の郷土料理や特産品を調べ、体の不調を改善したり、
　地域の人々の思いや願いを調理　実習に生かし実践したことを認する。
５　発表の仕方を確認する。

	７
分
一
斉
３
分

小

集

団

	○　今までの実践を掲示物で確認させ、地域の人々の思いや願い　を伝えることができるようにする。

	掲示物


	
	
	
	
	体の不調の改善
	地域の思いや願い
	

	
	
	
	
	例－目の疲れ－ビタミンＡ－かぼちゃ、にんじん、ほうれん草

	健康、伊達市の活性化（ＰＲ）
豊作、融和、物を大切
にする心
	

	
	
	
	
	体に必要な食品を入れる。

	大豆を使う。
地域の食品を使う
	

	
	
	
	○　分担を明確にし、わかりやすい発表に
心がけさせる。
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郷土料理がわかるか


課
題
解
決

	６　地域の思いや願いを意識し地　域の人々のために実践したことを発表する。
	２０分


	○　地域の思いや願いを考え、班ごとにまとめた用紙を活用　しわかりやすく発表させる。　
○　発表を聞く班は、良い点、問題点、自分も実践可能か考
えさせ、学習プリントに評価させるとともに、地域の人々の思いや願いを把握できるようにする。
○　班の発表の後に質疑応答を行い、問題点があればゲストティーチャーからのアドバイスの後、全体で検討する。
[image: image38.png]



○　班ごとの発表の後に、豆っこ汁を広めた

保原商工会女性部の方や栄養教諭から、

アドバイスをしていただく。
○　時間の関係から班ごとに検討するのでは

なく、全体で練り上げ、今後の生活に生か

す方法を検討させる。
	まとめた用紙
発表の
評価用プリント


	
	
	思い・願い
	 実践の結果・課題
	一
斉
１０分

一

斉
	
	

	
	
	人々の
健康

	大豆を使った料理
健康を考えた食生活の提案
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	伊達市の活性化、ＰＲ
	豆っこ汁や特産品の宣伝ポスターの制作と掲示
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	豊作
地産地消

	特産品を販売する『夢市場』のＰＲ
野菜作りの手伝い
	
	
	

	
	
	物を
大切に

	保原町の特産品を使ったエコクッキングの紹介
	
	
	

	
	
	７　ゲストティーチャーから実践に対しての感想と今後のアドバイスを聞き、さらに良い方法を考え発表する。
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	まとめ

	
	８　学習のまとめをする。
９　学習を振り返る。
	５
分
個

別
一
斉
	○　板書やまとめた画用紙により確認させる。
○　レーダーチャートや記述により自己評価表で学習活動を　振り返らせる。
○　地域の人達との関わりを大切に自分にできることを意識させ、簡単なことから少しずつ実践できるように励ます。
	自己
評価表


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	


６　評価規準
  ○　地域の郷土食や特産品のよさや地域の人の思いや願いを調べようとする。（関心・意欲・態度）
  ○　地域の人の思いや願いを意識し、地域のためにできることを工夫することができる。（創意工夫）
  ○　郷土食や特産品を使った料理を作ることができる。地域のために自分ができることを実践できる。（技能）
　○　地域の郷土食や特産品のよさや地域の人の思いや願いが理解できる。（知識・理解）
７　準備・資料等
  ・各班でまとめた資料　　　・実践した実物　　　・『夢市場』の野菜　　　・今までの学習内容の提示
　・学習プリント　　　　　　・自己評価表
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８　板書計画
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９　学習プリント等
（１）自己の健康を振り返る事前チェック

　「生活を振り返る」ために自分の食生活・体調チェックから各自の問題点に気づかせ、自己課題を決定・　　　解決させ、自己の健康と食事についての意識を高め、実践につなげた。
	  〈食生活チェック〉          　　　　　 〈体調チェック〉
　       
（２）健康事前チェックの結果
　 　 男　子                             女　子
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　自分の食生活と体調と
の関わりを理解させ、食
事の内容が健康に影響す
ることを実感させた。食
生活の問題点は、朝食ぬ
き、インスタント食品に
よる脂肪分・塩分、ジュ
ースによる糖分の取りす
ぎ、偏食など各自が自分
の問題点は何か意識でき
た。
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      〈体調チェックの結果〉
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（３）体調に応じた課題解決のための調べ学習
　1番､気になる体の不調を自ら選び、不調を改善する栄養素や食品、献立をインターネットで調べまとめさせた。
  共通理解を図るために、体の不調ごとに発表し、友達の発表からも学ばせた。自分が調べた内容だけでなく、広くさらに深い知識の定着を図った。 
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  選択実習、自由献立実習の中で各自が必要な食品を意図して取り入れ、実践した。

（４）郷土食調べ
	＜課題解決－まとめ＞　　　　　　　　＜共通理解－発表からまとめ＞

	　　

	
	  〈課題解決－まとめ〉      　　　　　　〈共通理解－発表からまとめ〉
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　各自がインターネットで伊達市の郷土料理や特産品を調べ、まとめた内容を、料理や食品ごとに発表し、共通理解を図った。歴史や特徴、地域の人々の思いや願いを知ることが食への意識を高め、健康を考えたり、食べ物を大切にしたりするなど、食に対する気持ちが変わってきたように思う。
	   　 〈共通理解－発表からまとめ〉            　〈課題解決－まとめ〉
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        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〈豆っこ汁の材料と作り方〉
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（５）郷土料理の共通実習



	
	


[image: image66.jpg]Ao : *
= + 8
ca '$ 7
A Ry
g 0 o g

Bula
- aoeran

3
I
HE B Rl



[image: image67.jpg]


[image: image68.jpg]COOMYe0

Htodaden
weERT

e

o9 kR
OREL
o RigThe
BT TS g 5,
Rt
® 38 nmrany,





○　共通実習
  　　　郷土料理（豆っこ汁）と
特産品（伊達鶏）を使った　　　　料理「豆っこ」も手作り、　　　　すり鉢で作った。
○　共通実習で豆っこ汁と伊達鶏の料理の実践                                                      
　　　実践後に地域の人々の思いや願いを意識して、自分にできることを考えさせた。自分のため、家族のため、地域の人々のため何ができるか考えることは難しいが小さな事でも実践できる内容をあげたことで意識が高まった。他のクラスのまとめも掲示することにより友達の考えからも学ぶことができた。

（６）選択実習・自由献立の実習

· 地域の思いや願いを実習を通して理解し実践するため、各自が郷土食を生かした自由献立を実習した。

＜選択実習・自由献立の観点＞  　　　　　　　　　　　　　　　  〈調理実習の一例〉
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①地産地消（地元の野菜・果物）－家で作った野菜、もしくは　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢市場にある地元の野菜
   ②エコクッキング（ゴミを減らす）－皮を薄くむく、芯を細かく
   ③地域の思いや願を意識して、自分にできることの工夫
－大豆を使って健康を意識   伊達の特産品のＰＲ[image: image72.jpg]


物を大切に
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（７）地域の人々のための生徒達の実践
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＜実践例１＞人々の健康及び伊達市の活性化のためのＰＲ活動
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インターネットでの再調査
豆っこ考案者に取材
 　　　 宣伝ポスター
 　　　 オリジナルキャラクター制作
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＜実践例２＞豊作や地産地消の推進を願ってのＰＲ活動（夢市場のＰＲ）
                             　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　〈夢市場の野菜やくだもの〉
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『夢市場』に取材        
       宣伝ポスターの制作
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            夢市場の物は全て保原産。
    　　　　地元、保原の産物をたくさ
      　　　ん食べてほしい。   
＜実践例３＞野菜や果物をできるだけ活用し、物を大切にしようとする思いを伝えた活動
[image: image86.jpg]



[image: image87.jpg]


[image: image88.jpg]



[image: image89.jpg]



   ＜桃の活用法＞
　　　　インターネットによる検索→材料や作り方の紹介

      　コンフィチュール　　　　・コンフィチュールづくり
　　　　コンポート　　　　　　　　 宣伝ラベルづくり・
桃のケーキ
＜野菜の活用法＞
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インターネットの検索→材料や作り方の紹介
        　　　　　　　　　　　　　　　　　カボチャの種や白菜の芯の活用
改めて食べ物の大切さを考えた。　　
　　　傷んだ桃も使い方を工夫すれば、　　
　　　いろいろな物が作れるので、　　　　
てないで活用してほしい。
（８）ゲストティチャーを迎えた授業の様子
	       　　豆っこ汁を考案した
保原商工会女性部の大橋さん
  　　　　取材での回答
  　　　　授業でのアドバイス
   　　
　　

	　　　栄養教諭の佐藤先生
『大豆』に関する資料の提示
大豆からできる食品
大豆の模型
授業でのアドバイス
 　　　　 
　　　　
　
　　　　　


 　
（９）授業の評価

 　
　
　
＜自己評価表等の活用＞
　導入段階において、達成基準の確認や自己課題の決定を行い、ねらいを明確にした。まとめの段階で学習を振り返り改善点を考えさせ、今後の学習に生かすようにした。自己評価表の効果的な活用で、知識や技能の定着が図られた。その結果、自ら評価・改善する力が身についてきた。

１０　事前・事後の活動の様子

（1） 事前の活動

○アンケートの実施



	
（２）事後の活動
	


　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	



１　テーマ　　　　　「弁慶あえと郷土の食文化を知ろう」
２　ねらい
　　給食に出る弁慶あえに使われる芋がらは、南相馬市の自然を利用して
昔から作られている食材であることを改めて理解し、郷土の地場産物へ
の関心を深め、生産者の苦労を知り、残さず食べることができるように
する。
３　指導過程
	学習活動
	時間
	指導の留意点
	資料等

	１　今日の給食に使われている地場産物を知る。
　・芋がら・大根・こめ・牛乳
・干ししいたけ
２　芋がらを知る。
　　・里芋の茎
　　・皮をむき、干して作る
　　・食物繊維、ビタミンＤが多い
３　郷土の食文化を知り、先人の思いを感じ取る。

	１分

３分

１分

	○　今日の地場産物を問いかける。
○　芋がらを使った献立を確認させる。芋が
らの作り方、栄養、料理名の歴史等を知る
ことを通し、地場産物は郷土の気候風土に
合った食材であることを再確認する。
○　芋がらを使った郷土料理「弁慶和え」を
例に郷土の食文化、作る苦労やおいしさの
秘密などを伝え、残さず食べるように励ま
す。
○　本市の気象条件や地域で豊富に取れる産物を活用し、保存食をつくり食物
を大切に食べてきた先人たちの知恵を確認する。
	芋がら
写真
　


	


４　資料等






☆芋がら作り☆

☆里芋畑　９月　　　　　　　　　　　☆里芋起こし  11月　　　　　　☆里芋の茎は折っておく　11月

     ☆茎の皮むき　11月　   　　　　　☆乾燥　11月　　　　　　　　　☆乾燥した芋がら　12月
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために

１　授業等から

　○  郷土料理や特産品は、四季の自然の恵みを大切に元気に生きぬくために工夫を重ねて生み出されたものであ　　　り、そこに秘められた人々の考えや生活の知恵を知ることによって、郷土料理を受け継いでいくことの大切さ　　　を知ることができた。
　○　実際に自分たちで郷土料理を調理し、伝承されている食材を味わうことで郷土食のよさを実感し、生活に実　　　践しようという気持ちが高まった。
　○　授業の前に道徳で「我がふるさとを守る生徒会」を学習し、自分たちが地域のためにできることを掲示した　　　ことで友達の考えからも学び、実践への意識が図られ、学習意欲を高めることができた。
　○　生徒が自ら地域に出て取材したり、ゲストティーチャーを迎え、地域の人たちの理解と協力をいただいて、　　　学習を進めたことから、生徒達はより「食」に関わる人を尊重したり、感謝する気持ちが強くなった。生徒が　　　描いたポスターは、今でもコンビニや『夢市場』に掲示され、生徒の取り組みを認め称賛してくださる地域の　　　人たちの優しさが『郷土愛』を深める結果となった。
　○  地域の方のご理解やご協力をいただき、生徒達の小さな活動が大きな実践につながっていった。地域理解から地域の郷土料理や特産品のよさ、地域の方の熱い思いを感じ、さらに『郷土を愛する気持ち』が強くなった。地域の方に感謝し、これからも継続した活動を進めていきたいと思う。
◎　家庭分野Ａ(1)(2)、Ａ(5)を組み合わせて計画を立て実施したが、『食育』を重視するために学活や道徳、総合的な学習の時間、学校給食の活用も考え、広く深く学習が進められる実践可能な計画をさらに検討する必要がある。
　
２　その後の生徒の様子から

○　郷土を思う気持ちが強くなったと実感したのは、授業の後に実施した生徒会主催の地域のボランティア活動　　　の参加者が９０％をこえたことからであった。また、給食に、『豆っこ汁』が出たときは、学習内容を思い出　　　し、授業の話をしながら味わって食べることができた。学校給食で郷土食や特産品を取り入れることは、とて　　　も意義があり重要であると痛感した。　
　◎　日頃から、学校給食の地産地消に取り組み、郷土料理を意識して取り入れ、掲示や放送、たより等を通して　　　生徒が地域のよさに目を向けることができるようにするとともに、地域での連携を密にし、授業においても地　　　域の文化に触れるよう教師間で協力し合う。
　◎　日常の食生活の中で食卓にのぼることが少なくなってきている郷土料理について、給食だより・試食会等を　　通して、啓発し、学校、家庭、地域の連携を進めていく。
給食





授業





地場産物の活用（年間）


郷土料理　　　1月　　　　　＜事例３＞


・給食指導「芋がらと郷土の食文化」


　弁慶あえ、八杯汁、かつおの焼き付け


行事食　





道徳「我がふるさとを守る生徒会」9月


総合的な学習の時間（南相馬市の例）　＜事例１＞


「地域の一員として郷土料理を継承する」１０月


技術・家庭科（家庭分野）（伊達市の例）＜事例２＞


「郷土料理や特産品から地域の思いや願いを意識し地域のためにできることを実践しよう」　　９月





地域





家庭








生産者、郷土料理の研究家、栄養教諭


  





食のワークシート


「郷土料理を作る。我が家の郷土料理」


給食だより  「郷土料理紹介」1月


　　　　　　











事例１　　　　　　総合的な学習の時間





地域のために実践した内容を発表し、地域の人々の思いや願いを大切に今後の生活に生かそう








実践　　報告








実践　　報告











実践　　報告
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ごはん、弁慶あえ、八杯汁、かつおの焼き付け、いちご、牛乳








事例２　　　　　　技　術・家　庭　科（家庭分野）





※　地域のためにできることをわかりやすく発表することができたか（発表）





※　地域の一員としてできることを理解し、今後の生活に生かす方法を考えることができる。　　


　　　　（実践をまとめた用紙・発表、評価表）





  構想を立てて、実践


１．伊達市の特産品調べ


   （インターネット）


２．まとめ


３．発表－共通理解


４．実践計画


５．地域のための実践


６．まとめ


７．発表－共通理解


８．生活に生かす





親戚や知り合いに教えて１人でも多くの　人に味わってもらいたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　いたい。
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今日の給食の主食は南相馬市産のコシヒカリ、主菜は


かつおの焼き付け、副菜は弁慶和えです。そして、汁も


のは八杯汁です。


今日の副菜の弁慶あえをお家で食べたことがある人は


いますか。弁慶和えの材料は、大根、こんぶ、芋がら、


唐辛子です。弁慶和えは、歯触りがよいごはんに合うお


かずですね。弁慶和えで使う芋がらですが、何の芋の茎


なのか給食室のクイズコーナーに貼っておきます。後で


見に来てください。また、今日の給食の汁は、体が温ま


る八杯汁です。この八杯汁は、南相馬市で昔から飲まれ


てきた汁ものです。でんぷんでとろみをつけて汁が冷め


ないように口当たりがよいように工夫されています。


地域で取れる農作物から気象を生かして保存食を作


り、多様な調理法を工夫して大切に食べてきたもので


す。先人たちの知恵を思いながら味わって食べてくだ


さいね。





＜掲示資料＞芋がらは、昔から鹿島・原町・小高（南相馬市）の冬の寒さを利用して作られる保存食です。今年もおいしい芋がらができました。芋がらはその名のとおり芋（里芋）の茎を凍らせて作ります。水が凍るようになると作り始めます。今年はなかなか寒くならず、１２月から作りはじめたそうです。





里芋の茎を削っているところ





芋がらを干しているところ





鰹の焼き付け








八杯汁








弁慶和え
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実践　





報告
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男女共にアレルギーが第１位で、男子に比べ女子の方が体調が悪い。どの学級も同じ傾向にあった。アレルギーの他、体の疲れ・目の疲れ、皮膚に関することが多くあげられた。








伊達市の郷土料理と特産品、福島県の郷土料理の調べ学習により地域の人々のたくさんの思いや願い（『人々の健康』、『豊作』、『融和』、『物を大切にする』、『伊達市の活性化・ＰＲ』）を知ることで食への思いが高まると考えた。





   





調べた内容を書き、紙にまとめて掲示することで伊達市の特産品について、いつでも見て確認することで良さを実感できるようにした。他のクラスのまとめも廊下に掲示し学べるようにした。





普段捨ててしまう物でも、残さず使うことで野菜のよさを見つけられた。ゴミを減らす工夫をしてほしい。





地域の人が一生懸命苦労して作った物を大切にしたい。


       　　　　　　 





ポスターが工夫されていて素晴らしい。


継続して取り組んで　ほしい。





伊達市に発信するために豆っこ汁を食べてほしい。地元の産物を大切にして欲しい。





保原町で生まれ育った生徒は６５％であるが、７７％の生徒が保原を好きと答え、地域


を思う気持ちが強い。９２％の生徒が地域の


ために自分ができることをやりたいと考え、


住んでいる地域をより良くしたいと思っている。  








伊達市の郷土料理の豆っこ汁については，学習前に８５％が名


前を知っていたが，その特徴や材料を知っている生徒は３８％に


すぎなかった。また，８１％は小学校の行事や給食で食べたこと


があるが，家で食べたことがあると答えた生徒は３１％だった。


　その他，桃やあんぽ柿，伊達鶏は多くの生徒が食べたことがあ


ると答えたがまゆだんごや葉わさびは食べたことがない生徒が多


かった。








○　道徳の実践から


「我がふるさとを守る生徒会」より





地域のごみを減らす活動を生徒会が行うという読み物資料である。生徒達には、地域の活動についてのアンケートをもとに、自分たちが実践できることは何かを考えさせた。


友達の内容を読んで学べるように掲示し、家庭科での活動に生かせるように配慮した。





○　地域の方のご協力により（豆っこ汁考案者の大橋さんや夢市場の方のご厚意から）豆っこ汁のＰＲポスター →コンビニに掲示したり、『夢市場』のＰＲポスターを店の中に掲示したりした。





○　生徒会主催のボランティア活動への参加       自主的活動（地域のゴミ拾い）に９０％以上の参加があった。








事例３　　　　　　給　食　の　時　間
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